
議会の取り組みに対する申し入れ 

流山市議会 議長 青野 直 殿 

２０２０年６月２６日 

  日本共産党流山市議団 

新型コロナウイルス感染症は、世界的な大流行、大幅な経済損失など、これまでにも増して、様々

な事業展開が、国・県・市で求められている。 

とりわけ今月１２日に国会で成立した『２０２０年度第２次補正予算（約３２兆円）』の早期具

体化を市民は待ち望んでいる。しかしながら、柏市では８月支給予定の『ひとり親世帯臨時特別交

付金』の追加補正予算が柏市議会で審査（６月１９日）されるいっぽう、本市では、実施に向けた

準備のための諸経費の有無すら、市民にも議会にも公表されていない。 

この間、一般質問を取りやめたことは、「言論の府」としての議会の存在意義が厳しく問われ、

流山市議会基本条例で位置づけた「２元代表制」の下での議会の役割を、自ら放棄したものと指摘

せざるを得ない、さらには、流山市議会基本条例が「議会報告会を行うものとする」（第１０条）

と規定しているにもかかわらず、議会報告会開催を５月につづき、秋も見送ることは、基本条例に

反する由々しき事態である。その原因の一つに、議長の政治的情勢判断の甘さ、少数会派の意見も

尊重した議会運営という位置づけの低下にあると私たちは考えている。 

そこで、下記について申し入れを行い、検討を強く求めるものである。 

記 

１、４月以降、臨時議会を開催し、様々な施策展開を早期に進めている他市議会の取り組みを参考

に、正副議長として、真に市民のための議会として役割を最大限発揮できるよう意を払うこと。 

２、生活困窮が広がるひとり親世帯では、『ひとり親世帯臨時特別交付金』の早期支給が待たれて

いることから、臨時議会を開催し、必要な諸経費も含め早期に予算化を図るよう執行部に求める

こと。 

３、令和２年度第３回定例会以降、一般質問及び常任委員会は、本来の形に戻し、「言論の府」と

しての役割を可能な限り発揮できるよう取り計らうこと。また、広報広聴特別委員会の総意が前

提であるが、必要な感染防止対策のもとに、議会と市民が意見を交換できるよう、議会報告会を

開催すること。 



４、新型コロナウイルス感染症への対策について、「決議」可決・「緊急提言」提出・「条例」制

定など議会の取り組みを活かし、機動的で、積極的な施策展開を執行部へ働きかけること。また

必要に応じ、進捗状況などの説明など情報及び課題の共有化を図ること。 

以上 

  



議会の取り組みに対する申し入れ 

 

流山市議会 副議長 中村 彰男 殿 

２０２０年６月２６日 

日本共産党流山市議団 

 

新型コロナウイルス感染症は、世界的な大流行、大幅な経済損失など、これまでにも増して、様々

な事業展開が、国・県・市で求められている。 

とりわけ今月１２日に国会で成立した『２０２０年度第２次補正予算（約３２兆円）』の早期具

体化を市民は待ち望んでいる。しかしながら、柏市では８月支給予定の『ひとり親世帯臨時特別交

付金』の追加補正予算が柏市議会で審査（６月１９日）されるいっぽう、本市では、実施に向けた

準備のための諸経費の有無すら、市民にも議会にも公表されていない。 

そこで、下記について申し入れを行い、検討を強く求めるものである。 

 

記 

１、４月以降、臨時議会を開催し、様々な施策展開を早期に進めている他市議会の取り組みを参考

に、正副議長として、真に市民のための議会として役割を最大限発揮できるよう意を払うこと。 

２、生活困窮が広がるひとり親世帯では、『ひとり親世帯臨時特別交付金』の早期支給が待たれて

いることから、臨時議会を開催し、必要な諸経費も含め早期に予算化を図るよう執行部に求める

こと。 

３、令和２年度第３回定例会以降、一般質問及び常任委員会は、本来の形に戻し、「言論の府」と

しての役割を可能な限り発揮できるよう取り計らうこと。また、広報広聴特別委員会の総意が前

提であるが、必要な感染防止対策のもとに、議会と市民が意見を交換できるよう、議会報告会を

開催すること。 

４、新型コロナウイルス感染症への対策について、「決議」可決・「緊急提言」提出・「条例」制

定など議会の取り組みを活かし、機動的で、積極的な施策展開を執行部へ働きかけること。また

必要に応じ、進捗状況などの説明など情報及び課題の共有化を図ること。 

以上 

 



議会の取り組みに対する申し入れ 

会派 自由民主党 代表 

流山市議会議員 海老原 功一 殿 

２０２０年６月２６日  日本共産党流山市議団 

新型コロナウイルス感染症は、世界的な大流行、大幅な経済損失など、これまでにも増して、様々

な事業展開が、国・県・市で求められている。 

とりわけ今月１２日に国会で成立した『２０２０年度第２次補正予算（約３２兆円）』の早期具

体化を市民は待ち望んでいる。しかしながら、柏市では８月支給予定の『ひとり親世帯臨時特別交

付金』の追加補正予算が柏市議会で審査（６月１９日）されるいっぽう、本市では、実施に向けた

準備のための諸経費の有無すら、市民にも議会にも公表されていない。 

上記の認識に立ち、６月２６日、正副議長へ下記項目について申し入れを行いましたので、貴会

派でも、ご共有していただければ幸いです。 

なお、会派の正規な申し入れに対し、副議長の慰留・助言等を受けてもなお、文書での受け取り

を議長が強く拒否されるという、この間の議会史上初めての事態から、青野議長へ申し入れた文章

を別途添付いたします。 

申し入れ事項 

１、４月以降、臨時議会を開催し、様々な施策展開を早期に進めている他市議会の取り組みを参考

に、正副議長として、真に市民のための議会として役割を最大限発揮できるよう意を払うこと。 

２、生活困窮が広がるひとり親世帯では、『ひとり親世帯臨時特別交付金』の早期支給が待たれて

いることから、臨時議会を開催し、必要な諸経費も含め早期に予算化を図るよう執行部に求める

こと。 

３、令和２年度第３回定例会以降、一般質問及び常任委員会は、本来の形に戻し、「言論の府」と

しての役割を可能な限り発揮できるよう取り計らうこと。また、広報広聴特別委員会の総意が前

提であるが、必要な感染防止対策のもとに、議会と市民が意見を交換できるよう、議会報告会を

開催すること。 

４、新型コロナウイルス感染症への対策について、「決議」可決・「緊急提言」提出・「条例」制

定など議会の取り組みを活かし、機動的で、積極的な施策展開を執行部へ働きかけること。また

必要に応じ、進捗状況などの説明など情報及び課題の共有化を図ること。 

以上 



議会の取り組みに対する申し入れ 

会派 流政会 代表  

流山市議会議員 坂巻 儀一 殿 

２０２０年６月２６日  日本共産党流山市議団 

新型コロナウイルス感染症は、世界的な大流行、大幅な経済損失など、これまでにも増して、様々

な事業展開が、国・県・市で求められている。 

とりわけ今月１２日に国会で成立した『２０２０年度第２次補正予算（約３２兆円）』の早期具

体化を市民は待ち望んでいる。しかしながら、柏市では８月支給予定の『ひとり親世帯臨時特別交

付金』の追加補正予算が柏市議会で審査（６月１９日）されるいっぽう、本市では、実施に向けた

準備のための諸経費の有無すら、市民にも議会にも公表されていない。 

上記の認識に立ち、６月２６日、正副議長へ下記項目について申し入れを行いましたので、貴会

派でも、ご共有していただければ幸いです。 

なお、会派の正規な申し入れに対し、副議長の慰留・助言等を受けてもなお、文書での受け取り

を議長が強く拒否されるという、この間の議会史上初めての事態から、青野議長へ申し入れた文章

を別途添付いたします。 

記 

１、４月以降、臨時議会を開催し、様々な施策展開を早期に進めている他市議会の取り組みを参考

に、正副議長として、真に市民のための議会として役割を最大限発揮できるよう意を払うこと。 

２、生活困窮が広がるひとり親世帯では、『ひとり親世帯臨時特別交付金』の早期支給が待たれて

いることから、臨時議会を開催し、必要な諸経費も含め早期に予算化を図るよう執行部に求める

こと。 

３、令和２年度第３回定例会以降、一般質問及び常任委員会は、本来の形に戻し、「言論の府」と

しての役割を可能な限り発揮できるよう取り計らうこと。また、広報広聴特別委員会の総意が前

提であるが、必要な感染防止対策のもとに、議会と市民が意見を交換できるよう、議会報告会を

開催すること。 

４、新型コロナウイルス感染症への対策について、「決議」可決・「緊急提言」提出・「条例」制

定など議会の取り組みを活かし、機動的で、積極的な施策展開を執行部へ働きかけること。また

必要に応じ、進捗状況などの説明など情報及び課題の共有化を図ること。 

以上 



議会の取り組みに対する申し入れ 

会派 市民クラブ 代表 

流山市議会議員 楠山 栄子 殿 

２０２０年６月２６日  日本共産党流山市議団 

新型コロナウイルス感染症は、世界的な大流行、大幅な経済損失など、これまでにも増して、様々

な事業展開が、国・県・市で求められている。 

とりわけ今月１２日に国会で成立した『２０２０年度第２次補正予算（約３２兆円）』の早期具

体化を市民は待ち望んでいる。しかしながら、柏市では８月支給予定の『ひとり親世帯臨時特別交

付金』の追加補正予算が柏市議会で審査（６月１９日）されるいっぽう、本市では、実施に向けた

準備のための諸経費の有無すら、市民にも議会にも公表されていない。 

上記の認識に立ち、６月２６日、正副議長へ下記項目について申し入れを行いましたので、貴会

派でも、ご共有していただければ幸いです。 

なお、会派の正規な申し入れに対し、副議長の慰留・助言等を受けてもなお、文書での受け取り

を議長が強く拒否されるという、この間の議会史上初めての事態から、青野議長へ申し入れた文章

を別途添付いたします。 

記 

１、４月以降、臨時議会を開催し、様々な施策展開を早期に進めている他市議会の取り組みを参考

に、正副議長として、真に市民のための議会として役割を最大限発揮できるよう意を払うこと。 

２、生活困窮が広がるひとり親世帯では、『ひとり親世帯臨時特別交付金』の早期支給が待たれて

いることから、臨時議会を開催し、必要な諸経費も含め早期に予算化を図るよう執行部に求める

こと。 

３、令和２年度第３回定例会以降、一般質問及び常任委員会は、本来の形に戻し、「言論の府」と

しての役割を可能な限り発揮できるよう取り計らうこと。また、広報広聴特別委員会の総意が前

提であるが、必要な感染防止対策のもとに、議会と市民が意見を交換できるよう、議会報告会を

開催すること。 

４、新型コロナウイルス感染症への対策について、「決議」可決・「緊急提言」提出・「条例」制

定など議会の取り組みを活かし、機動的で、積極的な施策展開を執行部へ働きかけること。また

必要に応じ、進捗状況などの説明など情報及び課題の共有化を図ること。 

以上 



議会の取り組みに対する申し入れ 

会派 公明党 代表 

流山市議会議員 野村 誠 殿 

２０２０年６月２６日  日本共産党流山市議団 

新型コロナウイルス感染症は、世界的な大流行、大幅な経済損失など、これまでにも増して、様々

な事業展開が、国・県・市で求められている。 

とりわけ今月１２日に国会で成立した『２０２０年度第２次補正予算（約３２兆円）』の早期具

体化を市民は待ち望んでいる。しかしながら、柏市では８月支給予定の『ひとり親世帯臨時特別交

付金』の追加補正予算が柏市議会で審査（６月１９日）されるいっぽう、本市では、実施に向けた

準備のための諸経費の有無すら、市民にも議会にも公表されていない。 

上記の認識に立ち、６月２６日、正副議長へ下記項目について申し入れを行いましたので、貴会

派でも、ご共有していただければ幸いです。 

なお、会派の正規な申し入れに対し、副議長の慰留・助言等を受けてもなお、文書での受け取り

を議長が強く拒否されるという、この間の議会史上初めての事態から、青野議長へ申し入れた文章

を別途添付いたします。 

記 

１、４月以降、臨時議会を開催し、様々な施策展開を早期に進めている他市議会の取り組みを参考

に、正副議長として、真に市民のための議会として役割を最大限発揮できるよう意を払うこと。 

２、生活困窮が広がるひとり親世帯では、『ひとり親世帯臨時特別交付金』の早期支給が待たれて

いることから、臨時議会を開催し、必要な諸経費も含め早期に予算化を図るよう執行部に求める

こと。 

３、令和２年度第３回定例会以降、一般質問及び常任委員会は、本来の形に戻し、「言論の府」と

しての役割を可能な限り発揮できるよう取り計らうこと。また、広報広聴特別委員会の総意が前

提であるが、必要な感染防止対策のもとに、議会と市民が意見を交換できるよう、議会報告会を

開催すること。 

４、新型コロナウイルス感染症への対策について、「決議」可決・「緊急提言」提出・「条例」制

定など議会の取り組みを活かし、機動的で、積極的な施策展開を執行部へ働きかけること。また

必要に応じ、進捗状況などの説明など情報及び課題の共有化を図ること。 

以上 



議会の取り組みに対する申し入れ 

会派 新生令和 代表 

流山市議会議員 藤井 俊行 殿 

２０２０年６月２６日  日本共産党流山市議団 

新型コロナウイルス感染症は、世界的な大流行、大幅な経済損失など、これまでにも増して、様々

な事業展開が、国・県・市で求められている。 

とりわけ今月１２日に国会で成立した『２０２０年度第２次補正予算（約３２兆円）』の早期具

体化を市民は待ち望んでいる。しかしながら、柏市では８月支給予定の『ひとり親世帯臨時特別交

付金』の追加補正予算が柏市議会で審査（６月１９日）されるいっぽう、本市では、実施に向けた

準備のための諸経費の有無すら、市民にも議会にも公表されていない。 

上記の認識に立ち、６月２６日、正副議長へ下記項目について申し入れを行いましたので、貴会

派でも、ご共有していただければ幸いです。 

なお、会派の正規な申し入れに対し、副議長の慰留・助言等を受けてもなお、文書での受け取り

を議長が強く拒否されるという、この間の議会史上初めての事態から、青野議長へ申し入れた文章

を別途添付いたします。 

記 

１、４月以降、臨時議会を開催し、様々な施策展開を早期に進めている他市議会の取り組みを参考

に、正副議長として、真に市民のための議会として役割を最大限発揮できるよう意を払うこと。 

２、生活困窮が広がるひとり親世帯では、『ひとり親世帯臨時特別交付金』の早期支給が待たれて

いることから、臨時議会を開催し、必要な諸経費も含め早期に予算化を図るよう執行部に求める

こと。 

３、令和２年度第３回定例会以降、一般質問及び常任委員会は、本来の形に戻し、「言論の府」と

しての役割を可能な限り発揮できるよう取り計らうこと。また、広報広聴特別委員会の総意が前

提であるが、必要な感染防止対策のもとに、議会と市民が意見を交換できるよう、議会報告会を

開催すること。 

４、新型コロナウイルス感染症への対策について、「決議」可決・「緊急提言」提出・「条例」制

定など議会の取り組みを活かし、機動的で、積極的な施策展開を執行部へ働きかけること。また

必要に応じ、進捗状況などの説明など情報及び課題の共有化を図ること。 

以上 



議会の取り組みに対する申し入れ 

 

流山市議会議員 大野 富生 殿 

２０２０年６月２６日  日本共産党流山市議団 

新型コロナウイルス感染症は、世界的な大流行、大幅な経済損失など、これまでにも増して、様々

な事業展開が、国・県・市で求められている。 

とりわけ今月１２日に国会で成立した『２０２０年度第２次補正予算（約３２兆円）』の早期具

体化を市民は待ち望んでいる。しかしながら、柏市では８月支給予定の『ひとり親世帯臨時特別交

付金』の追加補正予算が柏市議会で審査（６月１９日）されるいっぽう、本市では、実施に向けた

準備のための諸経費の有無すら、市民にも議会にも公表されていない。 

上記の認識に立ち、６月２６日、正副議長へ下記項目について申し入れを行いましたので、貴会

派でも、ご共有していただければ幸いです。 

なお、会派の正規な申し入れに対し、副議長の慰留・助言等を受けてもなお、文書での受け取り

を議長が強く拒否されるという、この間の議会史上初めての事態から、青野議長へ申し入れた文章

を別途添付いたします。 

記 

１、４月以降、臨時議会を開催し、様々な施策展開を早期に進めている他市議会の取り組みを参考

に、正副議長として、真に市民のための議会として役割を最大限発揮できるよう意を払うこと。 

２、生活困窮が広がるひとり親世帯では、『ひとり親世帯臨時特別交付金』の早期支給が待たれて

いることから、臨時議会を開催し、必要な諸経費も含め早期に予算化を図るよう執行部に求める

こと。 

３、令和２年度第３回定例会以降、一般質問及び常任委員会は、本来の形に戻し、「言論の府」と

しての役割を可能な限り発揮できるよう取り計らうこと。また、広報広聴特別委員会の総意が前

提であるが、必要な感染防止対策のもとに、議会と市民が意見を交換できるよう、議会報告会を

開催すること。 

４、新型コロナウイルス感染症への対策について、「決議」可決・「緊急提言」提出・「条例」制

定など議会の取り組みを活かし、機動的で、積極的な施策展開を執行部へ働きかけること。また

必要に応じ、進捗状況などの説明など情報及び課題の共有化を図ること。 

以上 



議会の取り組みに対する申し入れ 

 

流山市議会議員 阿部 治正 殿 

２０２０年６月２６日  日本共産党流山市議団 

新型コロナウイルス感染症は、世界的な大流行、大幅な経済損失など、これまでにも増して、様々

な事業展開が、国・県・市で求められている。 

とりわけ今月１２日に国会で成立した『２０２０年度第２次補正予算（約３２兆円）』の早期具

体化を市民は待ち望んでいる。しかしながら、柏市では８月支給予定の『ひとり親世帯臨時特別交

付金』の追加補正予算が柏市議会で審査（６月１９日）されるいっぽう、本市では、実施に向けた

準備のための諸経費の有無すら、市民にも議会にも公表されていない。 

上記の認識に立ち、６月２６日、正副議長へ下記項目について申し入れを行いましたので、貴会

派でも、ご共有していただければ幸いです。 

なお、会派の正規な申し入れに対し、副議長の慰留・助言等を受けてもなお、文書での受け取り

を議長が強く拒否されるという、この間の議会史上初めての事態から、青野議長へ申し入れた文章

を別途添付いたします。 

記 

１、４月以降、臨時議会を開催し、様々な施策展開を早期に進めている他市議会の取り組みを参考

に、正副議長として、真に市民のための議会として役割を最大限発揮できるよう意を払うこと。 

２、生活困窮が広がるひとり親世帯では、『ひとり親世帯臨時特別交付金』の早期支給が待たれて

いることから、臨時議会を開催し、必要な諸経費も含め早期に予算化を図るよう執行部に求める

こと。 

３、令和２年度第３回定例会以降、一般質問及び常任委員会は、本来の形に戻し、「言論の府」と

しての役割を可能な限り発揮できるよう取り計らうこと。また、広報広聴特別委員会の総意が前

提であるが、必要な感染防止対策のもとに、議会と市民が意見を交換できるよう、議会報告会を

開催すること。 

４、新型コロナウイルス感染症への対策について、「決議」可決・「緊急提言」提出・「条例」制

定など議会の取り組みを活かし、機動的で、積極的な施策展開を執行部へ働きかけること。また

必要に応じ、進捗状況などの説明など情報及び課題の共有化を図ること。 

以上 


